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鮮やかなあじさいの花が美しい季節となりました。間もなく梅雨入りも発表

されそうですが、子ども達は毎日元気に学校生活を送っています。 

過日の引き渡し訓練には、ご多用の中ご参加をいただきありがとうございま

した。当日は、地震からの避難、そして引き渡しへとつなぐ想定での実施でし

た。 

さて、その避難訓練ですが、本校では、慶応大学准教授・大木聖子先生が提

唱されている「封筒訓練」の考え方を取り入れて進めています。これは、「雨だ

ったら」「けが人が出たら」「停電したら」など、実際の災害時に起こり得る状

況を想定しながら行う訓練です。決められた通りに避難するだけでなく、その

場で考え、自分の命を守る行動につなげることを大切にしています。 

教師は、訓練が始まって子ども達へ声掛けをした後、その場で開封をして被

災状況（児童のけがや異常事態）を掌握し、重症度が高いと判断した児童から

本部に連絡、担架で保健室へ搬送します。けが人の数や不測の状況によっては、

担架の数や対応する人員にも不足が生じますので、全員の安否確認が完了する

までには、それなりの時間を要することになります。 

川越市が、地震発生から約３０分間は引き渡しはせず、校内の安全確認や児

童の状況把握を優先する方針を示しているのはこの理由からです。保護者の立

場からすれば不安が大きく、すぐにでも引き取りを行いたいと考えるのは十分

承知いたしますが、子ども達の安全を確実に守るための対応となりますので、

今後、実際に発災した場合には、是非ともご理解とご協力をお願いいたします。 

本校では引き続き、子ども達が「自分の命を守る力」を身につけられるよう、

防災教育の充実に努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜磨こう３つの玉＞ 

○みつけ玉  

○しんせつ玉  

○がまん玉 

川越小だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


